
鎌倉市鏑木清方記念美術館  夏休み子ども参加プログラム               令和元年度 

 

 

今から約２５０年前の江戸時代に、いろんな色が使われた多色摺りの木版画が登場しました。 

多色摺りの浮世絵の技法は、発展を遂げながら、約110年前の明治時代まで主に用いられ、お土産物とし

て 売られたり、本に挟み込まれたり、人々に親しまれました。 

このプログラムでは、まず鏑木清方の多色摺り木版画作品を鑑賞し、その優れた筆や色使いを味わいます。   

その後、多色摺り木版画の技法を学び、４種類の多色摺りの絵を摺る体験を行います。 

小学３年生以上の希望の方には、彫る体験もしていただけます。 

参加者の作品の一部を鎌倉駅地下道ギャラリーに展示する予定です。説明は小･中学生を対象に行います。 

日 時：令和元年７月２６日（金）、８月１日(木) のうち希望する１日。  

午前９時３０分～１１時３０分    

会 場：鎌倉市鏑木清方記念美術館 

対 象：小・中学生、高校生（ワークショップでの説明は小・中学生が対象です） 

料 金：参加者1名につき８００円。材料は、美術館で用意いたします。 

定 員：２４名 （各回１２名程度。 予約制  

７月５日（金）午前９時から電話にて受付開始。  

〔申し込み・問い合わせ先〕 鎌倉市鏑木清方記念美術館  

Tel：0467-23-6４0５    

主催：公益財団法人鎌倉市芸術文化振興財団 

   （鎌倉市鏑木清方記念美術館指定管理者） 

 

 
期 間： 令和元年７月６日（土）～８月２５日（日）。  

毎週月曜日休館。 

対 象：  小・中学生と同伴者。 

小・中学生を対象にした解説書を配布いたします 

料 金： 無料  

会 場： 鎌倉市鏑木清方記念美術館   

鎌倉市雪ノ下一丁目５番２５号 

アクセス：  ＪＲ横須賀線・江ノ電「鎌倉駅」下車、小町通りを北に 

徒歩７分左折。     

市内に在住した日本画の巨匠宅跡にある美術館で 

作品をご鑑賞いただきます。 

 


